
中学生との自転車通学路点検
ワークショップ取組

• 宇部市では自転車ネットワーク計画を策定。藤山中学校
は自転車通学が約3割、道路が狭い丘陵地に車の交通量も
多く、市道に自転車ナビマークを施工。

• 目的：自転車利用の当事者である中学生と通学路を歩き、
危険個所を観察、左側通行ルールの意義を知ってもらう

• 1回目WS（7月27日）：地域住民と中学生10名、うべこ
まちで通学路の点検調査、A班文京台、B班上条、D班岩鼻

• 2回目WS（8月4日）：点検結果を持ち寄り、地図に記載、
気づきと提案をプレゼン
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うべ情報マップに加筆

1回目WS：中学生と3班に分かれて自転車通学路点検

２回目WS: 教室で地図を囲んで話し合い、成果を班で発表

• 成果：道路の改善課題を示し、左側通行の大切さ、事故
防止に役立つ学びと啓発に有用。参加者生徒・・危険な
所を知れた、皆に呼びかけ安全に、左側を意識する。WS
参加で自転車の正しいルールを知り、アンケートから皆
の交通についての考えを知り、呼びかけたい。

• 地域学校協働活動推進員：危険個所を藤中全員で意識し
よう、定期的にヒヤリ・ハットを。道路整備課：「皆の
意見が町を造る」、毎日自転車に乗る中学生の率直な声

• うべこまち：エコな交通手段、
自転車を安全に利用する大切
さ、歩行者・自転車・自動車
の共存へ。自動車を運転する
ようになっても、自転車に対
する気配りを常に持っていて。


